
市民活動をＦＭラジオで発信  

『つなげよう！市民のチカラ！』 

 

○第９２回：２０２３年２月２６日（日） 

○ゲ ス ト：一般社団法人 みらいねっと弘前 

久保 栄一郎（ｸﾎﾞ ｴｲｲﾁﾛｳ）さん 

       鹿内 葵  （ｼｶﾅｲ ｱｵｲ）さん 

 

 

写真：久保さん（左）鹿内さん（右） 

○ 放送内容 

今回の放送では、一般社団法人 みらいねっと弘前より、久保栄一郎さんと代表の鹿内葵

さんをゲストにお招きしました。久保さんと鹿内さんには、団体が行っている「夏休みこ

どもインターンシップ事業」の活動内容や、活動への思いなどについてお話しいただきま

した。 

 

🔶 みらいねっと弘前の活動内容について 

 みらいねっと弘前は一般社団法人になって３年目の団体であり、子ども食堂や居場所づ

くり活動をしている団体を中間支援する事業などを行っています。 

また、フードバンクや子供服のおさがり会など、子育て・環境をテーマとして地域に貢

献できるよう、様々な事業を行っています。 

 

◆ 夏休みこどもインターンシップ事業について 

昨年８月に「市民参加型まちづくり１％システム」の採択事業として行われた夏休みこ

どもインターンシップ事業は、市内の小学生が地元企業でお仕事体験をするものであり、

市内の４社の企業で行われました。その中の一つである弘前ドライクリーニング工場では、

洗剤を使った実験や大きな業務用の洗濯機のスイッチ入れ、しみ抜き体験などを行い、子

どもたちは楽しんで体験を行っていたそうです。この事業は今年も行う予定であり、久保

さんは「子どもたちを受け入れてくれる企業があれば、ぜひ声をかけていただきたい」と

おっしゃっていました。 

また、まだ計画段階ではあるものの今年は地域通貨の構想もあるそうで、働いた子ども

たちに地域で使えるお金を渡してそれを街で使ってもらうことによって、街中をキッザニ

アのようにしたいという夢も語っていただきました！ 

 

◆ さいごに 

 久保さんは「最近は子どもたちが働く大人と触れ合う機会があまりないので、働く大人

が身近な存在になってほしいと思っています。この事業を通して、働く楽しさやお金をも

らう嬉しさが体験できる弘前にしたいと思っています。」と、鹿内さんは「地域課題はたく

さんありますが、団体名のとおり未来のため、子どもたちのためにどういう環境を作って

いくかがとても大事になるので、一つずつ地域課題を解決していけるような事業をやって

いきたいと思っています。」とおっしゃっていました。子どもたちや企業にとって貴重な体

験になると思います。皆さんもぜひ参加されてみてはいかがでしょうか♪ 


